
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

年 6 月 27 日

静岡県知事

川勝　平太 殿

　提出者

住　所

氏　名

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

（第１面）

産業廃棄物処理計画書

令和 4

静岡県富士市比奈1286番地の2

興亜工業株式会社

　　　  代表取締役社長　井上　淳

0545-38-0123

事 業 場 の 名 称 興亜工業株式会社

事 業 場 の 所 在 地 静岡県富士市比奈1286番地の2

計 画 期 間 令和4年4月1日～令和5年3月31日

① 事 業 の 種 類 板紙製造業

② 事 業 の 規 模 売上高　27,683百万円

③ 従 業 員 数 252名

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

別紙参照　図1

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

t t t 17 t 178 t

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t t 15 t 170 t

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

（第２面）

 産業廃棄物の種類 汚泥
廃プラス
チック類

燃え殻 廃油
混合バ

ラ

 排      出      量 1,034,607 10,831 8,197

事業所内で微細繊維の回収等発生抑制に取り組んでいます。

 産業廃棄物の種類 汚泥
廃プラス
チック類

燃え殻 廃油
混合バ

ラ

 排      出      量 1,034,000 10,500 8,100

今後とも事業所内で発生抑制に取り組んでいきます。

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

工程から排出された段階で分別されるようになっています。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

今後とも分別強化に取り組んでいきます。

産業廃棄物処理計画総括責任者：取締役専務執行役員
産業廃棄物総括責任者：取締役専務執行役員
産業廃棄物施設管理者：安全環境管理部長
産業廃棄物施設副管理者：動力部長
産業廃棄物技術管理者
・中間処理施設：動力部汽力課課長代理
・焼却施設：動力部汽力課課長代理
・破砕・リサイクル施設：動力部汽力課課長代理
特別管理産業廃棄物管理責任者：動力部電気課係長
産業廃棄物担当者：安全環境管理部長
産業廃棄物処理計画作成部署：安全環境管理部

①現状

②計画

①現状

②計画



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第３面）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥 廃プラスチック類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

1,033,811 10,831

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量 1,026,042 8,307

事業所内で微細繊維回収等、減量化に取り組んでいます。

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥 廃プラスチック類

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

1,033,200 10,500

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量 1,025,500 8,050

今後とも事業所内で減量に取り組んでいます。

①現状

②計画

①現状

②計画



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

t t t t

t t t t

t t t t

t t t t

t t t t

（これまでに実施した取組）

（第４面）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥 燃え殻 廃油 混合バラ

全 処 理 委 託 量 368 8,197 17 178

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

368 8,197 17 0

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

①現状

②計画

①現状



【目標】

t t t t

t t t t

t t t t

t t t t

t t t t

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥 燃え殻 廃油 混合バラ

全 処 理 委 託 量 350 8,100 15 170

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

350 8,100 15 0

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

今後とも委託量の発生抑制に努めていきます。

※事務処理欄

②計画



排水
リサイクル

図１：製造及び排水並びに産業廃棄物発生処理工程図
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